
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

位 置 図

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１９ 北関関連４池完成

Ｈ２３ 大原中央調節池完成

Ｈ２５ 大原北調節池完成

Ｈ２８
・阿左美調節池完成

・北金井菅塩調節池
用地買収完了

全体計画
前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
９，８８０百万円 ７，２７４百万円

（７３．６％）

８，９７５百万円

(９０．８％)

用地買収
２４１，８００ｍ2 ２１０，９００ｍ2

(８７．２％)

２４１，８００ｍ2

(１００．０％)

計画箇所
８池 ６池

(７５．０％)

７池

(８７．５％)

事 業 場 所
おおたし きたかないちょう かさかけちょうあざみ

太田市北金井町、みどり市笠懸町阿左美 外

区 分 前回評価時 今回

全 体 事 業 費 ８，９４０百万円 ９，８８０百万円

全体事業費増減の理由 － 北金井菅塩調節池（Ｅ池）放流渠の追加

事 業 期 間 Ｈ１２～Ｈ２８ Ｈ１２～Ｒ５

事 業 内 容
調節池 ８池

調節容量 ３０４，０００m３(８池合計)
計画規模 １／３０

調節池 ８池

調節容量 ３０４，０００m３(８池合計)
計画規模 １／３０

第６号議案
社会資本総合整備交付金事業（河川改修）

一級河川石田川 太田市･みどり市

着工年度

評価理由

平成１２年度

再評価後５年経過

様式６－１

大川 （太田市泉町）
平成10年8月・出水状況

石田川 （太田市新田下田中町）

平成10年9月・出水状況

A池

事業位置

みどり市

B1池

B2池

B3池
B4池

D池

C池

石田川

大川

蛇川

高寺川

聖川

八瀬川

E池

太田市

いしだがわ おおたし

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ
整備済

整備中

石田川流域は、北関東自動車道の全線開通により特に開
発が進んでいる上流域をはじめ、都市化の進展により流域
からの流出増が見込まれる状況にある。
このため、上流域に調節池を整備して、流域からの雨水を
一時的に貯留し、下流河道への流出量を軽減することで、流
域全体の治水安全度を高めることを目的としている。

きたかないすがしお



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

（凡例）
整備中
整備済
出水状況写真

北関東自動車道開通(平成２０年３月)
にあわせ関連整備は完了

阿左美調節池（Ｃ池）

大原西調節池（A池）

大原北調節池（Ｂ１池）

大原中央調節池（Ｂ２池）

大原南調節池（B３池）

山之神調節池（B４池）藪塚西長岡調節池（Ｄ池）

北金井菅塩調節池（E池）

標準横断図

整備内容

調節池 ８池

調節容量V=304,000ｍ3 （８池合計）

大原西調節池
【A池】（H19整備完）

大原南調節池
【B3池】（H19整備完）

山之神調節池
【B4池】（H19整備完）

藪塚西長岡調節池
【D池】（H19整備完）

阿左美調節池
【C池】 （H28整備完）

大原中央調節池
【B2池】（H23整備完）

大原北調節池
【B1池】（H25整備完）

北金井菅塩調節池
【E池】（施工中）

平成２３年度完了

平成２５年度完了

２

１

当初計画位置

変更計画位置

平成２８年度完了



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適切か？

費用便益分析

調節池が完成した地区では、雨水を調節池で一時的に貯留することで下流への流出量を軽減
しており、十分な整備効果が発揮されている。

流域全体を見据えた治水対策の手段として、河道拡幅のみによる治水対策と比較しても、上
流域の調節池と下流域での河道拡幅を一体的に整備する方が経済性に優れ、早期に効果を発
現できることから、現計画で実施することが目的を達成するための手段として適切である。

阿左美調節池下流
太田市薮塚町

平成14年7月台風6号

【大原南調節池】

降雨時

大雨による出水状況

阿左美調節池上流
みどり市笠懸町阿左美
平成12年7月豪雨

１ ２

平成25年10月
台風26号

計画・前回再評価時 今 回 再 評 価 時 備考便益説明

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル
治水経済調査マニュアル(案）

平成１７年４月

治水経済調査マニュアル(案）
平成１７年４月

基 準 年 平成２５年 平成３０年

区 分 項 目 現 在 価 値 構成比 現 在 価 値 構成比

費 用

(千円 )

工 事 費 8,936,525 91.3％ 10,671,051 92.4％

維 持 管 理 費 853,688 8.7％ 872,253 7.6％

費 用 合 計 ( C ) 9,790,213 11,543,304

便 益

(千円 )

一 般 資 産 被 害 軽 減 便 益 ① 5,877,688 34.1％ 8,838,372 34.9％

氾濫面積

Ａ＝１，６１４ｈａ

浸水戸数

Ｎ＝５，６０６戸

農 作 物 被 害 軽 減 便 益 ② 106,745 0.6％ 126,624 0.5％

公共土木施設等被害軽減便益③ 9,967,022 57.9％ 14,966,985 59.1％

営 業 停 止 被 害 軽 減 便 益 ④ 305,570 1.8％ 455,847 1.8％

応 急 対 策 費 用 軽 減 便 益 ⑤ 408,645 2.4％ 531,822 2.1％

残 存 価 値 ⑥ 546,757 3.2％ 405,198 1.6％

便 益 合 計 ( B ) 17,212,427 25,324,848

費 用 対 効 果 分 析 ( B / C ) １．76 2.19

石田川流域では、平成１２年７月豪雨や平成１４年７月台風６号等により浸水被害が発生して
いる。
また、北関東自動車道の全線開通等による開発が進んでいる地域であり、上流域での一時貯
留施設として、調節池事業の必要性は引き続き高い。



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

８箇所合計で面積２４ｈａ、容量３０万ｍ３の調節池を整備する大規模な事業で
あるため、元々長期計画となっている。

関係地権者が２００名以上おり、各調整池で用地買収の了解を得るのに計画よ
り７年多く期間を要している。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

・本事業は、北関東自動車道が整備され、今後も開発が見込まれる地域において調
節池の整備を進め、下流地域への流出量を抑制し、水害の軽減を図る手法であり、
既に完成した７池において効果の発現が確認されている。

・残る北金井菅塩調節池はＨ２８年度に用地買収が完了しており、Ｒ５年度の完成に
向けて重点的に事業進捗を図っているところである。

・事業費については、下記理由により９．４億円の増加が見込まれるが、放流施設の
施工方法の見直しや調節池掘削土の搬出を近傍の造成事業地に受け入れてもらう
など、約５億円のコスト縮減に努めているところである。
【理由】

北金井菅塩調節池について、北関東自動車道の建設、周辺土地利用の変化等を
受け、効率的に集水機能を発揮できる箇所を再検討した結果、北関東自動車道の
北側に整備位置を変更したことに伴い、蛇川への放流施設を設ける必要が生じた。

・以上のことから、本調節池事業は、流域全体の浸水被害軽減の観点から事業の必
要性・重要性は高く、確実に事業効果の発現を図ることができることから、事業継続
が妥当である。

７．市町村意見

市町村 再評価における意見

太田市
石田川流域全体の治水安全度の向上を図る必要があることか
ら、引き続き早期整備に向けて事業を進めていただきたい。

みどり市
みどり市内の整備は完了しているが、流域全体の治水安全度の
向上は必要となるため、早期の整備完了に向けて事業を進めて
いただきたい。

平成１０年９月洪水 平成２９年１０月洪水

２４時間雨量 １７１ｍｍ ２２２ｍｍ

浸水戸数 ９３戸 １２戸



様式６－２一級河川石田川

１．計画の概要及び事業費

事業費の構成

項目 当初計画 変更計画 増減額 主な理由

本工事費 ３２．８ ４３．０ ＋１０．２ 放流施設の追加に伴う増額

用地補償費 ４４．３ ４３．２ －１．１ 土地価格及び補償費用の見直しによる減額

測量試験費 １２．３ １２．６ ＋０．３ 放流施設追加検討による増額

合計 ８９．４ ９８．８ ＋９．４

【単位：億円】

２．当初計画（事業費）を変更する理由

（１）本工事費［＋１０．２億円］

・北金井菅塩調節池について、北関東自動車道の建設、周辺土地利用の
変化等を受け、効率的に集水機能を発揮できる箇所を再検討した結果、北
関東自動車道の北側に整備位置を変更したことに伴い、蛇川への放流施
設を設ける必要が生じたため、その費用が増額となる。

（２）用地補償費［－１．１億円］

・土地価格評価による買収単価や補償物件費用の見直しにより費用が減
額となる。

（３）測量試験費［０．３億円］
・放流施設の追加に伴う検討費用が増額となる。

３．今回の変更計画の妥当性 ４．事業費の縮減に向けた取組

放流施設の施工に伴う工事費の縮減［▲４．０億円のコスト縮減］

・放流施設の施工において、従来工法（鋼矢板工法）と比較し、施工幅を小
さくし、地下水位が高い当該箇所でも施工が可能なオープンシールド工法を
採用することにより、安全性・施工性に配慮するとともに、事業費の縮減に
努めた。
建設発生土処分費の縮減［▲０．７億円のコスト縮減］

・調節池の掘削に伴い発生する残土について、処分ではなく県及び市の造
成事業に流用することにより処分費の縮減に努める。

放流施設の追加に伴う工事費の増額

・北金井菅塩調節池について、北関東自動車道の建設、周辺土地利用の
変化等を受け、効率的に集水機能を発揮できる箇所を再検討した。

・検討した結果、計画位置の変更が必要となったが、検討においては、集水
機能、コスト、住民の理解の得やすさ等について、４案比較を行った。

・放流施設の建設によりコストは増加するものの、効率的に集水機能を発
揮できること、池の用地買収（農地）や放流施設の建設（市道下に敷設）に
おいて、地元への影響を最小限にできることから変更計画を採用した。

CASE-2（変更計画位置）

流域

CASE-1（当初計画位置）

CASE-3

CASE-4

北金井菅塩調節池の変更位置の検討

オープンシールド工法による放流渠工


